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千葉教員 89
○(千葉県)

大
会
名

第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

(千葉県)●
下松スポーツ公園体育館

主審 副審

場
 高木直樹  有澤優子
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千葉教員 千葉教員B
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 10 0 5 0 0 4 1 4 ＊ (C) 10 2 1 2 4 4 2

5 ＊ 8 1 2 1 0 3 0 5 ＊ 10 0 4 2 1 6 0

6 11 0 3 5 2 12 0 6 ＊ 2 0 1 0 2 4 1

－

選　手　氏　名

松 原 真 帆

森 谷 友 香

建 部 弘 美

－

中 田 典 子

選　手　氏　名

三 木 清 香

桑 原 美 和

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）

－ －
３Ｑ・４Ｑ

－ －
OT1 OT2 １Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ１Ｑ・２Ｑ OT1 OT2

17:00 － 37:31 －04:11 － － －
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6 11 0 3 5 2 12 0 6 ＊ 2 0 1 0 2 4 1

7 ＊ 5 0 2 1 1 3 4 7 0 0 0 0 2 0 0

8 ＊ 11 1 2 4 1 4 0 8 ＊ 10 2 2 0 5 0 4

9 9 2 0 3 0 4 3 9 ＊ 2 0 1 0 4 3 0

10 1 0 0 1 1 4 3 10 0 0 0 0 0 1 0

11 11 1 4 0 2 2 0 11 0 0 0 0 2 2 2

13 14 0 6 2 0 5 0 12 7 1 2 0 0 3 0

15 ＊ 9 0 3 3 1 13 1 13 6 0 3 0 2 1 2

佐 藤 仁 美

山 崎 友 紀

福 本 ゆり子

建 部 弘 美

内 藤 可奈子

野 口 祐 子

鈴 木 麻友美

中 田 典 子

横 倉 安 美 越 川 瑞 紀

小 島 杏 菜

西 村 希 望

荒 木 春 華

渡 部 優 希

政 木 美 希

野 村 由 希
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89 5 27 20 8 54 12 47 5 14 4 22 24 11

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

戦 評

コーチ 三 好 左希子

合計 合計

コーチ横 山 廣 美
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戦　　評
千葉Aゾーン、千葉Bはマンツーマン。千葉Ａは＃７の鋭いドライブや＃８のカットインなどで得点していく。対する千

葉Ｂは千葉Ａの激しいディフェンスによって楽にシュート打つことができない。千葉Ｂは千葉Ａの素早い展開に翻弄され

ディフェンスの遅れからファールが多くなる。千葉Ｂはリバウンドを取れずに苦しい展開。それでも少ないチャンスで得

点を重ね、２９－１３と千葉Ａリードで１Ｑ終了。２Ｑ、千葉Ａはパスミスなどで得点が伸びない。千葉Ｂは点差を縮め

たいところだが、オフェンスリバウンドを取るもシュートが入らない。４６－２２と千葉Ａリードで前半終了。３Ｑも千

葉Ａはミスが続き、得点できないところを千葉Ｂ＃８の３Ｐ２本などで追い上げを図る。千葉Ｂはさらにディフェンスを

頑張り千葉Ａに思うようにプレーをさせない。千葉Ａはレイアップを外してしまうなど、千葉Ｂに流れが傾きかける。し

かし千葉Ａは要所でディフェンスを頑張り、千葉Ｂに流れをもっていかせない。一進一退の攻防が続き、６４－３８と千
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千葉Aゾーン、千葉Bはマンツーマン。千葉Ａは＃７の鋭いドライブや＃８のカットインなどで得点していく。対する千

葉Ｂは千葉Ａの激しいディフェンスによって楽にシュート打つことができない。千葉Ｂは千葉Ａの素早い展開に翻弄され

ディフェンスの遅れからファールが多くなる。千葉Ｂはリバウンドを取れずに苦しい展開。それでも少ないチャンスで得

点を重ね、２９－１３と千葉Ａリードで１Ｑ終了。２Ｑ、千葉Ａはパスミスなどで得点が伸びない。千葉Ｂは点差を縮め

たいところだが、オフェンスリバウンドを取るもシュートが入らない。４６－２２と千葉Ａリードで前半終了。３Ｑも千

葉Ａはミスが続き、得点できないところを千葉Ｂ＃８の３Ｐ２本などで追い上げを図る。千葉Ｂはさらにディフェンスを

頑張り千葉Ａに思うようにプレーをさせない。千葉Ａはレイアップを外してしまうなど、千葉Ｂに流れが傾きかける。し

かし千葉Ａは要所でディフェンスを頑張り、千葉Ｂに流れをもっていかせない。一進一退の攻防が続き、６４－３８と千

葉Ａリードで３Ｑ終了。４Ｑ、千葉Ｂはゴール下でプレーができずに仕方なくアウトサイドからシュートを狙うが、リバ

ウンドを取れずに苦しい展開。対する千葉Ａは素早いパス回しからのドライブやカットインでリードを広げた。今大会２

試合とも逆転で接戦を制してきた千葉Ｂであったが、掴みかけた流れをものにできず力尽きた。終盤で再び流れを取り戻

した千葉Ａが８９－４７で千葉Ｂを下し、決勝戦へ進出。
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